
郷土づくりシンポジウム

鳥取県県土整備部治山砂防課

災害に強い地域づくりをめざす

鳥取県の取り組み

頻発する自然災害
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（注） 被害状況については、内閣府「防災情報のページ」に基づく

： 災害救助法の適用実績（H19～29年度）のある都道府県 （37都道府県）
： 地震の震源地

平成20年8月末豪雨
（主な被災地：愛知県）

死者 2人、軽傷者 7人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 54棟

平成21年7月中国・九州北部豪雨
（主な被災地域：山口県・福岡県）

死者 35人、重・軽傷者 59人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 382棟

平成23年7月新潟・福島豪雨
（主な被災地：新潟県・福島県）

死者 4人、重・軽傷者 13人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 1,107
棟

平成24年7月九州北部豪雨
（主な被災地域：熊本県・大分県・福岡県）

死者 30人、重・軽傷者 27人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 2,176棟

平成26年8月豪雨（広島県のみ）
（主な被災地：広島県）

死者 76人、重・軽傷者 68人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 586棟

平成27年9月関東・東北豪雨
（主な被災地：茨城県・栃木県・宮城県）

死者 8人、重・軽傷者 80人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 7,445棟

平成29年7月九州北部豪雨
（主な被災地域：福岡県・大分県）

死者 38人、重・軽傷者 28人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 984棟

平成19年能登半島地震
（主な被災地：石川県）

死者 1人、重・軽傷者 356人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 29,384棟

平成19年新潟県中越地震
（主な被災地：新潟県）

死者 15人、重・軽傷者 2,346人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 44,341棟

平成20年岩手・宮城内陸地震
（主な被災地：宮城県・岩手県）

死者 17人、重傷・軽傷者 426人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 2,697
棟

平成23年東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

死者 19,533人、負傷者 6,230人
住宅被害（全壊） 121,768棟
住宅被害（半壊） 280,160棟
住宅被害（一部損壊） 744,396棟

平成28年熊本地震
（主な被災地域 ： 熊本県・大分県）

死者 228人、重・軽傷者 2,753人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 198,636棟

平成28年台風第７・９・10・11号

（主な被災地域：岩手県・北海道）

死者 24人、重・軽傷者 102人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 4,353
棟

鳥取県中部地震（平成28年）
（主な被災地：鳥取県）

死者 0人、重・軽傷者 25人
住宅被害（全・半壊、一部破損） 15,361棟



鳥取県周辺の過去の主な地震と被害

2※気象庁資料より

《鳥取県内の過去の主な地震》
◆Ｓ１８．９．１０（M7.2）
激しい揺れにより、鳥取市中心部は
壊滅。
死者1,083名、負傷者3,259名、全壊
7,485戸
火災が発生したものの、地震直前の
降雨、戦時下の防災訓練徹底のた
め大火にはならず。

◆Ｈ１２．１０．６ （M7.3）
1996年の震度階級改正以来初めて
震度6強を記録。
死者なし、負傷者182名、全壊435戸、
半壊3,101戸
未知の断層による地震。

◆Ｈ２８．１０．２１（M6.6）
本震の直前12:12にM4.2（最大震度
4）の前震が、1週間後の29日にM4.4
（最大震度4）の余震が発生。
死者なし、負傷者21名、住宅被害
10,649戸（全壊2戸、半壊3戸、一部
損壊10,644戸）※11/8時点

未知の断層による地震。

H28熊本地震の概要および土砂災害の発生状況

3出典：砂防部「平成28年熊本地震による土砂災害の概要」より出典：気象庁HP「推計震度分布図」より



H28熊本地震の土砂災害の特徴多様な土砂移動現象が発生

4出典：砂防部「平成28年熊本地震による土砂災害の概要」より

※気象庁資料より

発生時刻：
マグニチュード：
場所および深さ：
発震機構：

震度：

平成28年10月21日14時07分
6.6（暫定値）
鳥取県中部（北緯35.5度、東経133.84度）、深さ11km（暫定値）
西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型（速報）

【震度6弱】鳥取県倉吉市、湯梨浜町、北栄町

【震度5強】鳥取市、三朝町、岡山県鏡野町、岡山県真庭市

くらよしし ゆりはまちょう ほくえいちょう

とっとりし みささちょう かがみのちょう まにわし

震度分布 余震発生状況

鳥取県中部地震の概要
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土砂災害発生件数
２５件

【鳥取県】
土石流等 ： ２件

がけ崩れ ： ２３件
【被害状況】
人的・家屋被害なし

【がけ崩れ】 とうはくぐん ほくえいちょう はら

鳥取県東伯郡北栄町原

【がけ崩れ】
鳥取県鳥取市青谷町長和瀬

とっとりし あおやちょう なごうせ

【がけ崩れ】
鳥取県倉吉市住吉町

くらよしし すみよしちょう

【土石流等】 とうはくぐん みささちょう にしお

鳥取県東伯郡三朝町西尾

【がけ崩れ】
鳥取県東伯郡北栄町米里

とうはくぐん ほくえいちょう よねさと

【がけ崩れ】
鳥取県東伯郡三朝町牧

とうはくぐん みささちょう まき

震央の分布域

鳥取県中部地震による土砂災害発生状況
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中部地震のメカニズム【揺れの成分】
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熊本地震
（益城町）

熊本地震では
１～２秒周期の

揺れ成分が大きい

鳥取県中部
地震（倉吉）

倉吉などでは0.4秒前後の小刻みな成分が大きい

東京大学地震研究所による

ゆっくり
揺れる

早く
揺れる

縦軸：速度応答
スペクトル
（揺れの強さ）

横軸：周期



全国での豪雨の増加
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： 平成27年に史上１位の
１時間雨量を記録した観測所

： 平成28年に史上１位の
１時間雨量を記録した観測所

平成２７年は59地点（20都道府県）

平成２８年は88地点（33都道府県）

観測史上１位の１時間雨量を記録

H29.7.4 智頭 日最大１時間降水量48.0mm
（観測史上１位）

H29.7.24 鹿野 日降水量171.5mm
（７月の観測史上１位）

出典：国土交通省砂防部資料

H28熊本地震後の6月の梅雨前線豪雨による土砂災害

9出典：砂防部「平成28年熊本地震による土砂災害の概要」より



H28熊本地震後の降雨による流域での土砂・流木の流出

10出典：砂防部「平成28年熊本地震による土砂災害の概要」より

土砂災害警戒情報の基準の引き下げについて

平成２８年１０月２１日の鳥取県中部の地震発生後、地震により地盤が緩んでいる可能性があるため、
震度５強以上を観測した下記市町村について、同日１８時００分より暫定基準を設けて運用。
（鳥取県土砂災害警戒情報システムにおいても、対象市町村の基準を暫定基準へ変更。）

（暫定基準に変更する市町村） （暫定基準の作成イメージ）

○震度６弱 倉吉市、湯梨浜町、北栄町 通常基準の７割
○震度５強 鳥取市北部、三朝町 通常基準の８割

×
震央

（地震情報：平成28年10月21日14時24分 気象庁発表 より）

：震度６弱
：震度５強
：震度５弱
：震度４
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短期・集中的な土砂災害危険箇所の緊急点検

出典：「現代砂防学概論」より 12

土砂災害危険箇所の緊急点検は、震度５強以上の地震後および大規模土砂災害発生後
における、その後の降雨等による二次的な土砂災害の危険がある箇所の把握を目的とし実施。
点検結果は、関係市町村へ情報提供を行うとともに、応急対策工事を実施するなどできるだけ
速やかな土砂災害対策の実施に反映する。

災害発生年月日 発生災害名 点検期間 点検箇所数

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

平成７年１月
平成16年10月
平成19年７月
平成20年６月
平成20年７月
平成21年８月
平成28年４月

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
新潟県中越地震
新潟県中越沖地震
岩手・宮城内陸地震
岩手県沿岸北部を震源とする地震
駿河湾を震源とする地震
熊本地震

５日間
５日間
５日間
５日間
４日間
３日間
９日間

1,101箇所
1,469箇所
3,104箇所
2,771箇所
1,114箇所

797箇所
1,155箇所

緊急点検支援チームが派遣された災害と点検状況

地震後の降雨による土砂災害を防ぐためには、地震等の災害発生後できるだけ速やかに点検
を行うことが必要であり、概ね１週間程度で点検を完了させることを目処としている。
このため、被災県主体での対応が困難な場合は、国土交通省等からの人的応援による「土砂
災害危険箇所緊急点検支援チーム」による支援を受けて集中的な点検が行われている。

※鳥取県中部地震では、県主体で緊急点検を実施

１．点検期間
平成28年10月22日（土）～10月28日（金）

２．点検体制
鳥取県、鳥取県土木防災・砂防ボランティア協会、県測量設計業協会 （166名/日、55班）

３．点検内容
（1）点検対象箇所
震度5強以上を記録した市町内の緊急度の高い危険箇所 1,146箇所
《該当市町：鳥取市（旧鹿野町、旧青谷町）、倉吉市（旧倉吉市）、三朝町、湯梨浜町、北栄町》

（2）調査内容
・人家周辺の斜面の変状（崩壊の発生など）
・土砂流出、河道閉塞や崩壊、地すべりの発生状況など

４．点検結果
（1）地上及びヘリ調査によって下記Ａ～Ｃの『危険度』を評価
Ａ：応急的な対応が必要な箇所
Ｂ：小規模な崩壊等があるが経過観察でよい箇所
Ｃ：特に変状がみられない箇所

（2）点検結果
【該当市町全体】 （箇所）

区分 危険度A 危険度B 危険度C 計

土石流 ０ ０ ４６７ ４６７

急傾斜地 １０ ５９ ５９７ ６６６

地すべり ０ ０ １３ １３

計 １０ ５９ １,０７７ １,１４６

鳥取県中部地震時の土砂災害危険箇所の緊急点検
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１．緊急点検結果の関係市町説明
平成２８年１１月２日（水）に土砂災害危険箇所緊急点検を実施した対象市町（鳥取市、倉吉市、
三朝町、湯梨浜町、北栄町）へ、二次災害防止のため点検結果や防災情報の利活用を説明。

・Ａ判定箇所は事業対応等、関係市町や地元と相談調整しながら進めていくことを確認。
・Ｂ判定箇所など、経過観察だが、今後の地震や融雪、降雨等の動向に警戒が必要と説明。
・住民の防災意識を高めるソフト対応もお互いに進めることも確認。

２．緊急点検時とその後の応急的対応
❖点検時の住民ヒアリングは被災情報収集だけでなく、危険性など状況説明にあわせ、今後の
避難行動や防災情報の確認などもアドバイス。
❖がけ地上部の地盤に亀裂や段差が生じた箇所は、今後の融雪や降雨等による二次災害が
懸念されるため、水の浸入を防ぐためのシート張りや簡易伸縮計測、簡易雨量計による観測
などをアドバイス。

崩壊斜面へのシート張り

崩壊危険性など説明

抜き板による簡易観測

土砂災害危険箇所の緊急点検と応急的対応
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１．点検期間
平成２９年３月８日（水）～３月１０日（金）

２．点検内容
（1）点検箇所
鳥取県内 ６９箇所（人家周辺の斜面が中心）
①地震時の緊急点検結果の評価Ｂ(※)の箇所 ５９箇所 ※評価Ｂ：小規模な崩壊等があるが経過観察

②大雪による被害発生箇所 １０箇所
（2）点検方法
目視により斜面崩壊や倒木等の状況を点検

（3）点検者
一般社団法人鳥取県測量設計業協会の協会員（一部鳥取県職員が同行）

３．点検結果

４．点検後の対応
・点検結果を市町へ説明、市町を通じ地域住民へ点検結果や防災情報など注意喚起
・引き続き、今後の豪雨期などに注意し、防災情報収集など地域での防災力向上の
ため積極的な取り組みをサポート

【該当市町全体】 （箇所）

区分 危険度A 危険度B
①地震時点検結果の評価Ｂ箇所 ０ ５９

②大雪による被害発生箇所 １※ ９

計 １ ６８

【危険度評価区分】
A：応急的な対応が必要な箇所
B：小規模な崩壊等があるが経過観察でよい箇所
C：特に変状がみられない箇所

※H29単県急傾斜事業予定箇所

鳥取県中部地震時の融雪期の土砂災害危険箇所等の緊急点検

15



【従来からの取り組み】
・情報システム整備
・土砂災害警戒情報の発表
・土砂災害警戒区域等の指定と公表
・土砂災害ハザードマップ作成
・警戒避難体制の整備

【従来からの取り組み】
・砂防事業(砂防えん堤、渓流保全工等)
・地すべり対策事業(排水工、抑止杭等)
・急傾斜地崩壊対策事業(のり枠工等)
・治山事業(谷止め工、山腹工等)

【従来からの取り組み】
・土砂災害特別警戒区域指定
・開発行為の制限、建築物の構造規制
・特別警戒区域からの既存住宅の移転促進

砂防関係事業の取り組み方針 鳥取県治山砂防課

○近年増加・激甚化する土砂災害、平成28年10月の鳥取県中部の地震や平成29年１・２月の
記録的な大雪など、昨年度本県では特徴的な災害が発生

○総合的な土砂災害対策としてハードとソフト対策を調和させつつ、限られた予算の中で、
『選択と集中』による効果的に事業を推進し、震災からの復興がプラスに転ずる「福興」と
なるように事業展開

❖震災復旧復興や災害フォロー箇所の事業推進
・（直轄）西尾地区[新]（交付金）牧地区[新規] 等
・岡井地区（28災関）での交付金による災害フォロー
❖重点整備箇所などハード整備の選択と集中を促進

・要配慮者利用施設や地域防災拠点(避難所・避難路)、
重要交通網などの保全、レッド区域の優先的整備

❖長寿命化計画の着実な策定推進
・H３０年度策定完了を目指して推進

（鳥取市鹿野町岡井地区防災マップまち歩き）

地域防災力向上
一歩前の実践行動

ハード対策
【施設整備】

ソフト対策
【警戒避難】

ソフト対策
【土地利用規制】

❖土砂災害特別警戒区域の指定促進
・レッド区域：Ｈ２８年度末 ９５% ⇒ Ｈ２９年度末１００％

❖土砂災害特別警戒区域内の住宅等の
建替等を支援（H21～）

・レッド区域内の住宅等の建替･構造強化
費用を補助（中山間地振興策の一環）
： Ｈ２８年度末実績７件

県独自の取り組み

【土砂災害対策の３本柱】

人命・財産の保全
森林の再生

早期避難による
人命保護

開発抑制による
危険地の増加抑制

総合的な土砂災害対策

▶ 地域防災力の向上
▶ 元気な地域づくり

（鳥取市鹿野町岡井地区の防災勉強会）

（三朝町西尾地区の山腹崩壊）

❖情報伝達手段の複数化
・NHK地デジ放送で｢土砂災害危険度情報｣を表示
❖警戒情報システム改良等で
分かりやすさ精度アップ
・県境周辺部の広域的危険度情報表示と

最新データ更新による精度アップ

（NHKデータ放送の表示イメージ）

県独自の取り組み

❖防災教育や出前講座等の推進
・住民の防災意識向上・避難行動に繋がる

体験型防災教育や出前講座・裏山診断等
の推進、簡易雨量計作成支援

❖地域の支え愛マップ作り等支援
・地域･福祉と連携した地域で支え合う

“支え愛”の防災マップ作り支援

県独自の取り組み

住民みんなで避難行動をとれる施策への展開

災害発生の危険性について

情報を知る
（お知らせ型）

災害発生の危険性について

みんなで考える

（体験型）

災害が発生した場合を想定し

行動する
（実践型）

◎情報提供

●土砂災害警戒情報
（土砂災害危険度情報）
NHKデータ放送での発信等
● イエロー・レッド区域
レッド区域内建替補助

◎現場・地域で聞いて実感

●防災教育
●出前講座
●出前裏山診断
住民、有識者、県市町の
防災担当者が一体となっ
た防災への取組み

◎住民自らが実践する活動支援

●支え愛マップ作成支援
住民主導の支え愛マップ作りへの
助言等の支援を行う。

（危険な箇所、避難体制、簡易雨量計）
●地域防災ﾘｰﾀﾞｰ連携支援
●支え愛マップを活用した避難訓練
等

行政主導 住民主導

◆ 地域防災力向上への取り組みの方向性

現
在
の
施
策

今
後
の
施
策
の
方
向
性

住民自らが
命を守るために。
住民自らが
命を守るために。

必要情報 ○いつ危険か？
○どこが危険か？
○どう避難・行動するか？
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ソフト対策「警戒避難」 情報伝達手段の複数化、
警戒情報システム改良等でわかりやすさ精度アップ

18

ＮＨＫデータ放送画面 配信イメージ

①ＮＨＫデジタル放送とのデータ連携(H28実施)
ＮＨＫデジタル放送の画面で危険度情報（判定メッシュ

情報）を表示。

②危険度情報の表示範囲の拡大(H28実施)
現在、危険度情報（判定メッシュ情報）は、鳥取県内の

み。これを県境周辺部まで拡大する。

県境周辺部の危険度表示イメージ③ズーム機能の強化(H29実施)
現在の最大ズームである約１／72,000を、１／2,500程度までズームできる

ように改良することにより、鳥取県土砂災害警戒情報システムにおいて、土砂災害
危険度の「いつが危険か」と、土砂災害警戒区域等の「どこが危険か」の情報を
同時に確認することができます。

現在のシステム
（約1/72,000） 改良後のシステム

（約1/2,500）

家の形まで確認できる縮尺まで
ズーム可能になるようにする。

あんしんトリピーメール及びケーブルテレビによる提供

19

（１）あんしんトリピーメールによる提供
「土砂災害警戒情報」が発表された場合、あんしんトリピーメールにより土砂災害発生の
危険度が高まっている地区名を文字情報で提供します。

（２）ケーブルテレビによる提供
鳥取市に「土砂災害警戒情報」が発表された場合、日本海ケーブルネットワーク株式会社及び
株式会社鳥取テレトピアが提供するケーブルテレビ放送のデータ放送（鳥取市内で視聴可能。）
により、土砂災害発生の危険度が高まっている鳥取市内の地区名を文字情報で提供します。

平成２３年９月１５日から提供開始！

◆ケーブルテレビ放送による提供拡充
平成２６年度に全関西ケーブルテレビジョンによる提供開始により、県内の全ケーブル
テレビ会社において情報提供が可能となった。
（提供予定情報）土砂災害警戒情報、土砂災害危険度情報、河川避難判断水位情報



ソフト対策「警戒避難」 防災教育や出前講座等の推進

20

防災教育
①小中高校生を対象とした防災授業

・教育委員会、危機管理局、鳥取地方気象台及び土木防
災・砂防ボランティアと連携し、防災教育の普及。

〔H28実績17回(小学16回,高校1回)〕

出前裏山診断

①地域住民とともに裏山診断・調査

・学識経験者や土木防災砂防ボランティアを交え、居
住地区について診断、解説の実施。

〔H28実績８回〕

出前講座

○地域、企業向けの出前講座

・土砂災害や土砂災害警戒情報の講習。

〔H28実績９回〕

【取り組み状況】

【出前講座(町消防団対象)】

【裏山診断（学識経験者による解説）】

【出前講座(住民対象)】

【土砂崩壊の模型実験】【気象台の解説】

【裏山診断（現地診断）】
・土砂災害防災訓練等の実施

○全国統一防災訓練（土砂災害情報伝達訓練、土砂災害避難訓練等）；６月１日（木）実施

身の回りに潜む土砂災害危険箇所の点検

有識者（地盤の専門家、土木・砂防の見識者）を現地に派遣

Ａ町

自主防災組織の意識向上

地元住民とともに集落の裏山などの危険箇所を踏査・点検

踏査・点検後、一同でとりまとめを行う。また、有識者からのアドバイス、防
災について日頃から抱いていることへの質疑応答等、座談会形式により実
施します。

診断結果については、後日書面にて市町の防災担当を通じ通知していま
す。

・

・

県、市町の土砂災害・防災担当者も同行

県や市町からの防災に関する情報の入手方法は？

避難場所、また避難行動について

土砂災害の前兆とは？ 身の回りの危険箇所は大丈夫？
大いに参考となった。

自分たちの住んでいる地域の裏山
の危険性を箇所ごとに認識すること
ができた。

自主防災組織の更なる意識向上
に繋げていきたい。

地元で独自に消防防災訓練を行う
よう企画しており、今回の診断結果
について住民に周知したい。

●

●

●

●

～実施後の地元からの声～

出前裏山診断

踏査・点検後の診断結果とりまとめ

21
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出前裏山診断

ドローン撮影

ドローン映像で解説

斜面を直接確認

ドローン飛行

支え愛マップの推進

支え愛マップが活きた事例

【鳥取県中部地震の際（倉吉市下田中町地区）】
○平日昼間は労働世代が不在となるため、あらかじめ
支え愛マップを通じて要支援の情報を自治会で共有

○自治会役員が要支援者に声かけ等で、安否確認や
避難誘導ができた

【平成２９年１月、２月の豪雪の際（鳥取市若葉台南地区）】
○支え愛マップづくりを通じて把握した情報をもとに、
自主防災組織が要支援者宅除雪等を実施

県内（H24～H28）では・・・
17市町村・454自治会等で実施

市町村と連携しマップ
づくりに取り組む自治会
等を推進・支援

支え愛マップの手法を活用して、災害時の要支援者（独居高齢者、障がい者等）
対策を図るなど、住民同士の共助による地域防災力向上を推進！

地図を囲んで地域のことを話し合う
（支え愛マップづくり）

⇒発災後にスムーズな助け合い（安否確認、
避難誘導、除雪実施等）ができた！！

23



支え愛地域づくりの推進 ～ 支え愛マップづくりの活動を通じた地域防災の取り組み ～

＜支え愛マップ作成の意義＞

❖住民自ら地域の現状把握し、課題を見つけて解消や解決の「主役」に！

❖マップづくりを通じ地域が集まる・知る、実行に移す「きっかけ」に！

❖住民が普段から集まる・集まれる「場づくり」に！

災害時の行動は普段から
地域で考え助けあう

24

支え愛マップのイメージ
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地域防災計画の見直し
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鳥取県中部地震や大雪による対応の課題等を踏まえ
県地域防災計画を見直し、地域防災力を一層強化

【大雪での課題】
除雪体制の確保
立ち往生車両等への適切な情報提供や支援の
実施
除雪に係る住民の自助や、支え愛の取組など地
域ぐるみの雪害対策の実施 など

【中部地震での課題】
支援物資の輸送体制や配布方法
地域の防災リーダーの育成（共助の取組の強化）
避難所の設置・運営
・住民による自主運営
・良好な避難所生活環境の実現
・車中避難者への対応
住家の被害認定体制の充実 など

鳥取ならではの防災文化づくり
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○避難支援が必要な方への体制づくりを地域ぐるみで推進
⇒支え愛マップづくりを通じた情報共有や、マップを活用した訓練の実施

災害に強い地域づくりを目指すための取組み

○鳥取県らしい、人と人の絆を基調とした助け合い、支え合い
⇒“災害時支え愛活動”の推進、“支え愛避難所”への支援

○高齢者、障がい者、外国人等多様な人の特性に配慮した対策の強化
⇒多様な者の特性に配慮した避難情報の伝達や避難所情報の提供

○地域防災リーダーの一層の活用
⇒災害時に備え、平時から地域防災リーダーが十分活動できる環境を整える


